
 

 

『難病治療における医療連携の必要性』 

株式会社バイタルネット 営業開発部 難病支援担当部長  

演者 石川 和也 氏 

３月２６日（水）１９：３０～ ハイブリッド開催 

治療が難しく、慢性の経過をたどる疾病を『難病』と呼んでいます。その一つである炎症性腸疾患（IBD）は、日本に

おいて近年増加傾向です。そして、その治療は医療の進歩に伴い、高度化・複雑化しており、適切な治療選択には医

師・薬剤師・患者の連携が重要な課題となっています。『難病』という言葉のイメージから先入観をもつことなく、一人ひとり

のありのままの姿を理解することが大切です。 

本研修会では、連携の一例として『おくすりあうん』をご紹介するとともに、IBD宮城（炎症性腸疾患友の会）に所属

する患者をお招きし、患者の生の声を伺います。 

医療従事者として、連携の重要性を再認識し、患者の声を今後の活動に活かしていただければ幸いです。 

～ 日本薬剤師研修センター １単位申請中 ～ 

参加費 山形県薬剤師会会員    無料  

  非会員          １０００円 

受講をご希望の方は下記 QR コードよりお申込みください。【申し込み締め切り 3月 19日(水)18:00】 

※振込手数料は受講者負担。入金がなかった場合、お申し込みは無効とさせていただきます。 

≪参加申し込み QR コード≫         ≪ 参加申し込み URL≫               ≪会場≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈主催〉 北村山地区薬剤師会 

〈共催〉 株式会社バイタルネット 

〈連絡先〉 フレンド薬局東根中央店 

           tk.satoh2501@gmail.com 

北村山地区生涯研修会 

https://docs.google.com/form

s/d/e/1FAIpQLSeiCa_rwg421

AiEbi96Udbrb4K4TFD0qGTHX

vQ50acavpgK8g/viewform?us

p=dialog 

東根市さくらんぼ 

タントクルセンター 

ミーディングルーム１・２ 

※ZOOM でも参加可能です 


